




ピンポイント安全教育

特に注意すべきポイ
ントは、実際に動画
で保存。解説を入れ
ることで字幕化。
翻訳は、英語以外も
可。



動画によるKYTの実施

動画を何度も見ながらKYTを行う。
外国籍のスタッフも解りやすく、意見も
活発に出てくる。



KYTを行い、その場で体感トレーニング

安全体感ルームでKYTを実施するので、そ
の場で危険行為も体感出来る＝効果UP


